
320 新潟医学会雑誌 第108巻 第4号 平成6年∠1円

51進行尿路上尾癌に対する MTX,51FU 日寺

問差投与,CDDP､Epi-TADM 多剤併用噴
法の効果
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谷川 俊寮 ･佐藤昭太郎 (新潟大学泌尿器科)

【日的】進行尿路上皮癌患者に対する MTX,5-FLT

時間差投EiA･.CI)i)P,EpトADM 阜剤併用墳法 (九ヰFAP

療法)の術前化学療法の効果について検討 した.【対象

器科なL:〕びに厚牛連長岡中東綜合病院泌尿器科で治療さ

れた尿路上尉鼠患者18倒 しr)17例,女 1例)で∴午齢は

間隔をあけて投与-する時間差投fj二を行し､,第2E..二川 に Ll)I)P

IOOmg､1112,EpトノIDM 40mgm2の投与を行･-,た.令

て術前化学墳法を目的として行-･､た.【結果】施行ii.il数

は1回から4回で,平均望｡7回であった.治療効果は CR

効率は77.8q･6てあった.創作Fflは骨髄抑制.i削 ヒ器症

秩,脱毛を高頻度に認めた.E結論】進行尿路上皮癌患

者に対せる MFAP魔法は非常に有潤であった.審療

法を施行することにより,症例によっては練器温存が野

能となるものと思われた.

6)性腺外 (縦隔および後胸膜)旺細胞腫壕の

治療成績
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寺島 雅範 し 同 胸部外科1

栗田 雄三 (. 同 内科1

軌 縦隔腫壕5例)を経験 した.患者は18--38歳 t.平均
26.7歳lの男性で,井部腫壕,咳,胸痛,呼吸肘難,

腰痛,腹部腫癒,女性化乳房などの症状で受診 した.精

巣には触診,超音波検査で漆脇を認めなかった.組織診

断は頚部腰癌,腹部腫慶の生検,縦隔の吸引細胞診によ

りなされ,一部は HCG ないし AFPの高値により腔

細胞魔感と推測された.精巣減額と同じ化学療法を施行,

PVCBA 療法の2例は癒死,PVB 療法の1例,VAB-6

療法の 2例が NED となった.現在は,BEP療法

(bleomyein,etoposide,list))とItilllを用ト.難治か f･

想される場合をこぼ eisplatiyl授与慶が2倍の高用量にて

治療 L" 竣例いずれも NED となった.副作用は消化

浄症状,遊血祭障害,脱毛が主なものであるが,絵投与

量が多い患者をこ末縛神経障害がみられた.精巣腰濠に比

して予後不良とされてきたが,適切な化学療法と残存療

癌の摘陰により治癒 し得ると思われた.

71当村における婦 人科瞳塙の l～･1111診断し7)
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MR王が日常診療に登場 し 婦人科渡轟の画像診断に

おいて画期的な進歩がみられるようになった.そこで,

診断(二T)i汗円性を検討 した.

症例は子宮頚痛6例 ,-f守,,'体癌IO例.腺癌1例及こド子

宮筋腫6例であり,子宮筋腫:I例を除 き術前 九,IRI像

と摘出横森との比較検討をおこなった.また,最近経験

された腰痛症例は/,し､ても検討 した.

成績 :子宮頚痛6例車5例は頚部浸潤の深さの診断が

子宮体癌症例はいずれも筋層浸潤の深さの診断が-致

し守二.

T･'lF;丁頚櫛 ･体癌､L,_1言ニMRIに.いUI,,･､節樺太ハ

判窪は困難であった.

.やい-､た.

子宮筋鹿では,筋腫結節の個数,存在部位が明確に描

出きれ,韓に内診で明らかでない粘膜下筋腫の診断と骨

稜出術の術前検査に有岡であった.

針 ､L描 ･における Cl)i)P d()seup 化学療法

の臨床的検討
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なり癌化学療法の奏功率改善が期待されている.当科で

も最近 CDI)r'(loseuptG(ト 70mg【1膏 による化学

療法を施行 しているので,その効果 ･副作用につき報告

する.

対象は,doseup秤 (D群)12例 (卵巣癌 5例,チ

宮頚痛4例,子宮体癌 3例,のベ27=iM射 ,対照群 (C

群)は従来の dose(50mg/m2)で化癒 した用例 (卵巣

癌6例,子宮体癌 2例,その他2伊j,のベ28コ--ス)で


